
５
日
、
中
国
電
力
が
島
根
原
発

１
号
機
の
廃
炉
作
業
の
完
了
時
期

を
延
期
す
る
「
廃
止
措
置
計
画
変

更
願
い
」
を
市
に
提
出
し
た
こ
と

を
受
け
、
松
江
市
議
会
全
員
協
議

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

中
電
の
中
川
賢
剛
代
表
取
締
役

社
長
、
同
島
根
原
子
力
本
部
の
長

谷
川
千
晃
本
部
長
、
井
田
裕
一
副

本
部
長
が
廃
止
措
置
計
画
の
概
要

を
説
明
し
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
団
た
ち
ば
な
ふ
み

市
議
は
、
質
疑
で
、
今
回
の
変
更

は
「
使
用
済
み
核
燃
料
の
処
理
・

処
分
が
で
き
な
い
た
め
の
も
の
だ

が
資
料
に
も
記
載
な
く
市
民
へ
の

説
明
は
不
十
分
」
と
指
摘
し
、
次

回
の
住
民
説
明
か
ら
資
料
を
追
加

す
る
と
長
谷
川
本
部
長
が
応
じ
ま

し
た
。
ま
た
「
六
ケ
所
再
処
理
工

場
は
２
０
２
４
年
度
上
期
に
は
竣

工
す
る
」
と
し
て
い
る
が
「
再
処

理
工
場
は
、
完
成
時
期
が
26
回
も

延
期
さ
れ
、
世
界
各
地
の
再
処
理

工
場
で
は
爆
発
事
故
な
ど
が
相
次

ぎ
、
使
用
済
み
燃
料
を
再
処
理
す

る
技
術
は
未
確
立
で
あ
る
。
再
処

理
を
前
提
と
し
な
い
廃
炉
計
画
を
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
関
し
Ｍ
Ｏ
Ｘ

燃
料
の
処
理
が
未
確
立
で
あ
る
な

ど
の
懸
念
事
項
に
つ
い
て
は
回
答

が
な
く
、
再
処
理
工
場
の
危
険
性

に
つ
い
て
迫
り
ま
し
た
が
、
他
の

議
員
か
ら
質
疑
が
で
な
い
中
打
ち

切
り
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
原
発
の
廃
炉

に
は
賛
成
で
す
。
し
か
し
、
中
電

の
廃
止
措
置
計
画
は
、
使
用
済
み

燃
料
の
再
処
理
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル

運
転
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
し
が
み
つ
く

原
発
廃
止
措
置
計
画
に
は
賛
同
で

き
ま
せ
ん
。
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全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
島
根

支
部
（
西
村
朋
子
委
員
長
）
が
、

こ
の
ほ
ど
松
江
市
に
保
育
制
度
を

拡
充
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。

７
月
21
日
に
こ
ど
も
子
育
て
部

青
木
佳
子
部
長
に
要
望
書
を
提
出
、

８
月
22
日
に
同
桑
原
賢
司
次
長
ら

と
懇
談
、
労
働
組
合
か
ら
保
育
士
、

栄
養
士
、
看
護
師
な
ど
８
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

保
育
士
ら
は
「
今
の
配
置
基

準
で
は
余
裕
が
な
く
子
ど
も
の

命
と
安
全
を
守
る
こ
と
が
で
き

な
い
」
「
看
護
師
の
配
置
に
対

す
る
補
助
を
実
施
し
て
」
「
低

賃
金
で
生
活
が
苦
し
く
20
代
30

代
の
保
育
士
が
次
々
と
辞
め
て

い
く
」
と
語
り
、
市
と
し
て
保

育
制
度
の
充
実
に
尽
力
し
て
ほ

し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

要
望
書
は
▽
コ
ロ
ナ
対
策
の

拡
充
▽
市
独
自
に
職
員
配
置
基

準
改
善
を
▽
障
が
い
児
・
発
達

促
進
児
に
対
す
る
補
助
金
拡
充

▽
エ
ス
コ
を
今
以
上
に
利
用
し

や
す
く
▽
調
理
担
当
・
事
務
担

当
等
の
子
ど
も
も
保
育
士
と
同
様

の
点
数
加
算
、
予
約
枠
の
対
象
に

―
な
ど
８
項
目
を
求
め
ま
し
た
。

桑
原
次
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
大

変
な
ご
苦
労
を
戴
い
た
。
市
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
し
て
い
き
た
い
」

と
応
じ
ま
し
た
。
以
前
か
ら
要
望

し
て
き
た
保
育
関
係
職
員
の
子
の

保
育
所
入
所
時
の
点
数
加
算
が
、

今
年
５
月
か
ら
月
１
２
０
時
間
以

上
就
労
す
る
調
理
員
に
つ
い
て
実

現
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
松
江

市
議
団
が
協
力
し
ま
し
た
。

「
ど
う
す
る
島
根
原
発
？
み
ん

な
で
決
め
る
松
江
の
会
」
は
８
月

27
日
、
３
回
目
と
な
る
「
今
と
未

来
を
考
え
る
講
演
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

原
子
力
市
民
委
員
会
の
座
長
で
、

龍
谷
大
学
政
策
学
部
教
授
の
大
島

堅
一
氏
が
「
原
発
回
帰
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
定
供
給
に
つ
な
が
る
の
か
」

と
題
し
て
講
演
、
約
１
２
０
名
の

市
民
が
聞
き
入
り
ま
し
た
。

衰
退
す
る
原
発
産
業

大
島
氏
は
福
島
原
発
事
故
以
降

の
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
、
岸
田

政
権
は
原
子
力
復
活
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
急
激
に
進
め
て
お
り
、
Ｇ
Ｘ

脱
炭
素
電
源
法
は
な
り
ふ
り
構
わ

ぬ
原
子
力
救
済
法
だ
と
厳
し
く
指

摘
し
ま
し
た
。

一
方
、
原
子
力
事
業
を
巡
っ
て

川
崎
重
工
や
住
友
金
属
な
ど
の
大

手
企
業
や
中
核
的
企
業
の
撤
退
が

相
次
い
で
い
る
現
状
を
さ
し
「
原

子
力
産
業
は
政
府
の
援
助
が
あ
っ

て
も
成
り
立
た
な
い
衰
退
産
業
」

だ
と
示
し
ま
し
た
。

電
気
料
金
高
騰
の
理
由

原
発
は
最
も
高
い
電
源

電
気
料
金
の
高
騰
は
、
大
手
電

力
会
社
が
電
源
を
８
割
以
上
所
有

し
て
い
る
こ
と
で
、
電
力
市
場
に

電
気
が
十
分
に
供
給
さ
れ
な
い
こ

と
が
原
因
だ
と
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
後
、
資
源
国
際
価
格
高
騰
が

加
わ
っ
て
い
る
が
、
原
発
が
止
ま
っ

て
い
る
こ
と
と
電
気
代
高
騰
は
関

係
な
い
と
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
各
電
力
会
社
は
、
再
稼
働

を
見
込
ん
だ
電
気
料
金
を
設
定
し

て
い
る
た
め
再
稼
働
し
て
も
電
気

代
は
下
が
ら
ず
、
む
し
ろ
福
島
原

発
事
故
後
に
原
発
に
か
か
っ
て
い

る
コ
ス
ト
が
約
33
兆
円
と
何
よ
り

も
高
い
電
源
と
な
っ
て
お
り
「
電

気
料
金
の
底
上
げ
に
貢
献
し
て
い

る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

急
激
な
気
候
変
動

一
刻
も
早
く
脱
原
発
を

原
発
と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
つ

い
て
「
原
発
は
次
世
代
技
術
に
な

る
と
更
に
コ
ス
ト
が
上
が
り
、
開

発
に
時
間
が
か
か
り
、
効
果
も
低

す
ぎ
て
、
温
暖
化
対
策
と
し
て
は

役
に
立
た
な
い
」
「
原
子
力
発
電

量
の
多
さ
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減

に
は
影
響
を
与
え
ず
、
原
発
に

熱
心
な
国
は
再
エ
ネ
導
入
量
が

少
な
い
こ
と
が
国
際
的
な
研
究

に
よ
り
わ
か
っ
て
き
た
」
と
紹

介
し
ま
し
た
。

最
後
に
大
島
氏
は
、
原
発
ゼ

ロ
社
会
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
と
し
て
「
今
後
再
エ
ネ
は

圧
倒
的
に
コ
ス
ト
が
下
が
る
。

原
発
は
時
代
遅
れ
。
一
刻
も
早

く
脱
原
発
を
達
成
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

※
講
師
紹
介
：
お
お
し
ま
・
け
ん

い
ち
＝
博
士
（
経
済
学
）
。
立
命
館

大
学
教
授
な
ど
を
経
て
現
職
。
原
発

事
故
後
、
経
産
省
総
合
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
調
査
会
基
本
問
題
委
員
な
ど
歴

任
。
著
書
『
原
発
の

コ
ス
ト
』
な
ど
。
原

子
力
市
民
委
員
会
に

つ
い
て
の
説
明
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

原
発
ゼ
ロ
の
会
が
総
会

同
日
「
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
島

根
の
会
」
の
総
会
が
開
か
れ
、
▽

島
根
原
発
２
号
機
の
再
稼
働
同
意

の
撤
廃
▽
避
難
計
画
に
つ
い
て
、

避
難
要
支
援
者
な
ど
か
ら
の
直
接

の
聞
き
取
り
な
ど
の
活
動
方
針
や

「
汚
染
水
の
海
洋
放
出
、
山
口
県

上
関
町
へ
の
中
間
貯
蔵
施
設
建
設

計
画
に
反
対
す
る
」
特
別
決
議
な

ど
を
採
択
し
ま
し
た
。

原

発

回

帰

よ

り

再

エ
ネ

強

化

を

大

島

堅

一
氏

が

講

演

青木佳子部長に、組合を代表して
要望書を提出する田野保育士

た
ち
ば
な

ふ
み
市
議
が
質
疑

子
ど
も
の
命
ま
も
る
保
育
制
度
拡
充
を

福
祉
保
育
労
働
組
合
が
市
に
申
入
れ

桑原賢司次長から回答書を受取る
福保労島根支部の皆さん

講演する大島堅一教授と講演に聞き入る市民のみなさん

原
子
力
市
民
委
員
会
座
長

龍

谷

大

学

教

授

再
処
理
工
場
の
安
全
性
を
問
う

松

江

市

議

会

全

員

協

議

会

使
用
済
み

核

燃

料


